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88.人口減少社会の構造と政策――少子化・労働・地域の実証分析――2026年刊

少子化是正から少子化適応へ
―転換を迫られる日本の人口関連政策

わが国の近未来とその課題および対策
―少子・高齢化とその対策―

子育て費用の引き下げは女性の労働供給の向上および少子化対策
に寄与するか―就業意欲と出産意欲に焦点を当てて―

パンデミック下の出生抑制における家族政策の緩和効果
―OECD諸国を対象とした三重交差項による実証分析―

第Ⅰ部   人口と政策

人口移動と出生率の決定要因―都道府県パネルを使った検証―

ヒトの出生性比差の現状と背景・要因に関する一考察

第Ⅱ部   少子高齢化社会における人口労働政策

第Ⅲ部   人口減少と地方行政

東京でも大病院が消えうる時代における自治体の財政支援策を考
える

区割り改定と候補者の顔ぶれ刷新が当落構造・投票率に与える影響
―第50回衆議院議員総選挙（2024年）の自治体レベル分析―

大都市東京の経営とデモクラシーを問う
―都知事選、都議選の分析から―

労働組合活動と男女間賃金格差の関係について

公定価格下の介護労働市場における需給調整
―重度化と賃金制約がもたらす人員不足―

妻の相対収入とジェンダー役割規範の影響
―就業行動と夫婦関係満足度に着目して―

家計調査による全国消費実態調査の代用可能性と季節性の検証―
教育支出に関する考察 ―
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